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●
自
立
生
活
運
動
と
は

（
１
）
歴
史

自
立
生
活
（
以
下
Ｉ
Ｌ
と
略
す
）
運
動
は
一
九

六
○
年
代
、
生
活
上
で
の
決
定
が
自
分
た
ち
の
意

思
を
無
視
し
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
家

に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
悩
ん
で
い
た
米
国
の

障
害
者
た
ち
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
重
度
障
害

者
の
エ
ド
・
ロ
バ
ー
ツ
が
、
在
学
し
て
い
た
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
内
で
組
織
化
し

た
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
も
の
を
卒
業
後
に
地
域
で
も

作
ろ
う
と
、
同
じ
障
害
を
も
つ
仲
間
と
一
九
七
二

年
に
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
を
始
め
た
。

セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
七
八
年
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
法
改
正
に
よ
っ
て
連
邦
政
府
の
財
政
的
支

援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
七
九
年

に
は
ガ
ー
ベ
ン
・
デ
ジ
ョ
ン
グ
が “Independent 

Living: From
 Social M

ovem
ent to A

nalytic Para-

digm
” 

と
題
す
る
論
文
で
、
従
来
の
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
自
立
生
活
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換

を
明
確
に
し
、
Ｉ
Ｌ
を
社
会
運
動
と
し
て
学
問
的

・
理
論
的
に
位
置
づ
け
た
（
表
１
）。
こ
の
二
つ

の
出
来
事
は
全
米
で
の
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
の
普
及
を

加
速
し
た
。
現
在
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
は
、
カ
ナ
ダ
、

日
本
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
設
立
さ
れ
る
に
い
た
っ

て
い
る
。

（
２
）
Ｉ
Ｌ
の
概
念

彼
ら
は
次
の
四
つ
を
Ｉ
Ｌ
の
概
念
と
し
て
掲
げ

た
。①

障
害
者
は
「
施
設
収
容
」で
は
な
く
「
地
域
」

で
生
活
す
べ
き
で
あ
る
。

②
障
害
者
は
、
治
療
を
受
け
る
べ
き
患
者
で
も

な
い
し
、
保
護
さ
れ
る
子
供
で
も
、
崇
拝
さ
れ
る

べ
き
神
で
も
な
い
。

③
障
害
者
は
援
助
を
管
理
す
べ
き
立
場
に
あ
る
。

④
障
害
者
は
、「
障
害
」
そ
の
も
の
よ
り
も
社

会
の
「
偏
見
」
の
犠
牲
者
に
な
っ
て
い
る
。

障
害
者
は
、
非
障
害
者
に
で
き
る
だ
け
近
づ
く

こ
と
を
一
生
の
目
的
と
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
課
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
は
毎
回
の
食
事
に

二
時
間
か
か
ろ
う
と
も
一
人
で
食
べ
る
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
が
、
Ｉ
Ｌ
運
動
に
お
い
て
は
介
助
を
受

け
る
こ
と
自
体
は
主
体
性
を
損
な
う
も
の
で
も
な

く
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
選
択
し
、
決
定
す
る

こ
と
に
価
値
が
置
か
れ
て
い
る
。

（
３
）
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
は
、
運
営
委
員
の
五
○
％
お
よ

び
重
要
な
決
定
を
下
す
幹
部
の
一
人
は
障
害
者
と

す
る
要
件
に
準
じ
た
運
営
方
法
に
則
っ
て
、
世
界

各
地
で
以
下
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。①

介
助
者
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
介
助
者
派
遣
と
、
介
助
者
に

よ
る
セ
ン
タ
ー
登
録
介
助
者
の
直
接
雇
用
の
二
通

項目 リハビリテーション 自立生活

問題のありかた 身体的欠陥
職業技能の欠如

依存（専門家や親に）

変化すべき内容 個人 環境
リハビリテーションの内
容

問題解決の手段 専門家の介入
（医師、PT、OT、職業
リハビリテーション・カ
ウンセラー）

ピア・カウンセリング
権利擁護
自助消費者コントロール
（ニーズ中心）
障壁の除去

社会的位置づけ 病人、患者 当事者（消費者）

管理者
ゴール（期待さ
れる成果）

専門家
ADLの最大化
収入が得られる雇用

当事者（消費者）
自立生活

表１　パラダイム転換 途
上
国
で
の
自
立
生
活
運
動
発
展
の
可
能
性
に
関
す
る
考
察
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り
の
方
法
が
あ
る
。

②
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

周
囲
の
偏
見
か
ら
可
能
性
を
否
定
さ
れ
、
自
信

を
喪
失
さ
せ
ら
れ
て
き
た
障
害
者
が
自
己
信
頼
を

取
り
戻
し
て
い
く
手
段
と
し
て
、
同
じ
障
害
を
も

つ
者
が
対
等
な
ピ
ア
（
同
士
）
と
し
て
の
関
係
で

実
施
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
あ
る
。

③
自
立
生
活
技
能
訓
練

先
輩
の
障
害
者
が
、
施
設
や
在
宅
の
閉
鎖
的
な

場
所
で
暮
ら
し
て
き
た
仲
間
に
、
社
会
の
中
で
自

立
生
活
を
し
て
い
く
際
の
具
体
的
な
生
活
技
能
を

伝
え
る
。

④
権
利
擁
護
活
動

権
利
擁
護
に
は
、
差
別
的
な
扱
い
を
し
た
人
や

そ
の
人
の
所
属
団
体
に
対
す
る
個
別
ア
ド
ボ
カ
シ

ー
と
、
制
度
や
社
会
環
境
を
変
え
た
り
、
維
持
す

べ
き
制
度
や
社
会
環
境
を
守
る
シ
ス
テ
ム
・
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
が
あ
る
。

⑤
情
報
提
供

障
害
を
理
解
し
て
い
る
不
動
産
屋
、
車
椅
子
対

応
の
住
宅
、
公
的
制
度
等
の
情
報
を
提
供
す
る
。

●
Ｉ
Ｌ
の
途
上
国
モ
デ
ル

（
１
）
Ｉ
Ｌ
は
先
進
国
で
の
制
度
な
の
か

自
立
と
は
第
一
義
的
に
経
済
的
自
立
で
あ
る
と

考
え
て
い
た
途
上
国
の
障
害
者
は
、
Ｉ
Ｌ
運
動
で

の
自
立
の
概
念
を
す
ば
ら
し
い
と
感
じ
て
も
、
次

の
よ
う
な
理
由
か
ら
ア
ク
セ
ス
の
整
っ
た
環
境
に

あ
る
先
進
国
で
の
み
可
能
と
な
る
と
誤
解
し
て
い

た
。①

Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
。

②
介
助
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
負
担
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

③
親
元
や
施
設
で
の
共
同
生
活
を
離
れ
て
、
自

分
で
生
活
し
て
自
立
生
活
を
確
立
し
て
い
く
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。

（
２
）
Ｉ
Ｌ
の
途
上
国
モ
デ
ル
と
は

先
進
国
に
お
い
て
は
、
障
害
者
が
家
族
も
し
く

は
施
設
を
離
れ
て
一
人
で
住
む
場
所
を
探
す
と
こ

ろ
か
ら
自
立
が
始
ま
る
。
家
族
や
施
設
職
員
に
介

助
を
受
け
て
い
る
限
り
は
、
自
分
の
望
む
生
活
を

選
ぶ
自
由
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
大
家
族
制
度
が

中
心
で
あ
る
途
上
国
に
お
い
て
は
、
自
立
の
た
め

の
物
理
的
環
境
も
整
っ
て
い
な
い
し
、
家
族
の
相

互
依
存
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
。
で
き
る
限
り
自

己
選
択
、
自
己
決
定
を
貫
け
る
よ
う
な
外
出
の
際

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
、
制
度
や
ア
ク
セ
シ
ブ

ル
な
環
境
を
求
め
て
の
権
利
擁
護
活
動
も
重
要
で

あ
る
が
、
大
家
族
の
中
で
い
か
に
自
己
主
張
す
る

か
を
支
援
す
る
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
重
視
さ

れ
る
。

障
害
者
が
自
己
主
張
も
許
さ
れ
ず
、
少
な
い
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
介
助
に
頼
っ
て
自
立
を
模
索
し
て

い
た
時
期
の
日
本
の
状
態
と
同
じ
で
あ
る
。
途
上

国
で
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
構
築
、
差
別
禁
止

を
求
め
て
の
デ
モ
な
ど
を
手
段
と
し
て
権
利
意
識

を
高
め
、
先
進
国
の
Ｉ
Ｌ
運
動
を
勉
強
し
て
取
り

入
れ
発
展
さ
せ
て
い
る
。

途
上
国
モ
デ
ル
の
定
義
と
な
る
の
は
、
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
導
入
、
権
利
擁
護
活
動
、
Ｉ
Ｌ

技
能
訓
練
の
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

（
３
）
途
上
国
モ
デ
ル
を
生
む
条
件

三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
に
使
わ
れ
る
た
め

に
は
次
の
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

①
教
育
、
権
利
意
識

教
育
を
受
け
、
権
利
意
識
が
育
っ
て
い
な
い
と
、

自
分
で
自
分
の
生
活
を
管
理
で
き
な
い
し
、
管
理

で
き
る
の
だ
と
主
張
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
な
く

な
る
。

②
障
害
者
の
自
助
団
体

Ｉ
Ｌ
運
動
は
障
害
者
に
よ
る
障
害
者
の
た
め
の

自
助
運
動
で
あ
る
。
Ｉ
Ｌ
の
発
展
の
た
め
に
は
、

自
助
団
体
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
。

③
権
利
擁
護
活
動
の
実
施

集
会
の
自
由
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
デ
モ

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
状
態
で
は
Ｉ
Ｌ
の
概
念
を
紹

タイでの IL セミナー（写真提供：ヒューマンケア協会）
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介
で
き
て
も
、
Ｉ
Ｌ
運
動
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は

不
可
能
で
あ
る
。

●
ア
ジ
ア
の
成
功
例
の
紹
介

（
１
）
Ｉ
Ｌ
運
動
の
背
景　

ア
ジ
ア
で
は
、
一
九
九
○
年
代
か
ら
表
２
の
よ

う
な
出
来
事
等
に
よ
っ
て
障
害
者
の
権
利
意
識
は

高
ま
っ
て
き
た
。

（
２
）
タ
イ

タ
イ
で
は
権
利
意
識
に
目
覚
め
た
自
助
団
体
リ

ー
ダ
ー
の
強
力
な
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ブ
が
、
Ｉ
Ｌ
運

動
を
成
功
に
導
い
た
。

ノ
ン
タ
ブ
リ
、
チ
ョ
ン
ブ
リ
、
ナ
コ
ン
パ
ト
ム

の
三
県
の
障
害
者
自
助
団
体
は
、
宝
く
じ
売
り
な

ど
慈
善
に
頼
る
政
府
の
雇
用
制
度
を
批
判
し
て
い

た
。
ま
た
、
一
九
九
四
年
に
建
設
が
始
ま
っ
た
ス

カ
イ
ト
レ
イ
ン
（
モ
ノ
レ
ー
ル
）
に
お
い
て
、
知

事
が
公
約
を
無
視
し
全
く
障
害
者
の
こ
と
を
配
慮

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
翌
年
に
は
盲
人
、
ろ
う

者
、
他
の
肢
体
障
害
者
団
体
に
も
呼
び
か
け
、
四

五
○
人
に
よ
る
デ
モ
を
実
施
し
、
ア
ク
セ
シ
ビ
リ

テ
ィ
を
勝
ち
取
っ
た
。
権
利
擁
護
活
動
に
加
え
て
、

在
宅
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
重
度
障
害
者

の
家
庭
訪
問
も
実
施
し
て
い
た
。
し
か
し
、
重
度

障
害
者
に
対
し
て
そ
れ
以
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
見

出
せ
ず
、
団
体
の
活
動
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
て

い
た
た
め
、
三
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
は
Ｉ
Ｌ
運
動
の

推
進
に
活
路
を
求
め
た
。
こ
れ
に
は
、
国
際
協
力

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
や
日
本
の
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
が

関
わ
っ
た
。

Ｉ
Ｌ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
は
、
次
の
三

つ
で
あ
る
。

①
Ｉ
Ｌ
運
動
の
概
念
と
ス
キ
ル
を
得
る
。

②
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
の

運
営
の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
体
の
意
識
や
障
害
者

が
国
民
と
と
も
に
独
立
し
て
生
活
す
る
と
い
う
実

情
を
理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
活
動
す
る
。

③
社
会
の
中
に
い
る
障
害
者
に
タ
イ
国
民
の
一

員
と
し
て
の
権
利
を
与
え
る
。

三
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
年
目
に
「
Ｉ
Ｌ

の
概
念
に
つ
い
て
」、
二
年
目
に
「
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
」、
三
年
目
に
「
Ｉ
Ｌ
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
毎
年

一
週
間
程
度
の
講
習
会
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
次

の
成
果
が
見
ら
れ
た
。

二
○
○
一
年
度
に
は
、

①
Ｉ
Ｌ
の
概
念
に
つ
い
て
、
タ
イ
に
お
け
る
開

発
と
情
報
の
普
及
。

②
障
害
分
野
に
関
係
の
あ
る
タ
イ
人
を
対
象
に

し
た
Ｉ
Ｌ
の
理
解
の
促
進
。

③
三
県
の
障
害
者
リ
ー
ダ
ー
へ
の
Ｉ
Ｌ
の
概
念

の
移
転
。

二
○
○
二
年
に
は
、

①
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
タ
イ
に

お
け
る
開
発
と
情
報
の
普
及
。

②
障
害
分
野
に
関
係
の
あ
る
タ
イ
人
を
対
象
に

し
た
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
理
解
の
促
進
。

③
三
県
の
障
害
者
リ
ー
ダ
ー
へ
の
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
の
知
識
と
技
術
移
転
。

二
○
○
三
年
に
は
、

①
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
運
営
方
法
と
タ
イ
に
お
け
る

開
発
と
情
報
の
普
及
。

②
障
害
分
野
の
関
係
者
を
対
象
に
し
た
、
Ｉ
Ｌ

セ
ン
タ
ー
運
営
に
つ
い
て
の
理
解
の
促
進
。

③
三
県
の
障
害
者
リ
ー
ダ
ー
へ
の
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ

ー
運
営
に
つ
い
て
の
知
識
と
技
術
移
転
。

毎
回
、
三
団
体
か
ら
一
○
名
ず
つ
が
参
加
し
、

日
本
人
講
師
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
終
了
後
は
各
団
体
へ
持
ち
帰
り
、
展
開
し
て
い

っ
た
。
一
年
目
の
研
修
後
は
、
重
度
の
仲
間
を
訪

問
し
、
介
助
者
を
集
め
育
て
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。

二
年
目
の
研
修
後
は
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

中
心
に
自
分
の
障
害
を
正
面
か
ら
捉
え
、
三
年
目

の
研
修
後
に
は
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
の
設
立
と
い
う
段

階
を
踏
ん
で
、
タ
イ
の
社
会
に
適
応
さ
せ
て
い
っ

た
。昨

年
に
は
三
県
す
べ
て
に
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
が
開

1991 タイ障害者リハビリテ－ション法制定

1992 フィリピン障害者のマグナカルタ制定

1993 アジア太平洋障害者の 10年の開始

1994 マレーシア・軽鉄道のアクセス要求デモ

1995 タイ・スカイトレインのアクセス要求デモ

2002 DPI 第 6 回世界会議を札幌にて開催

JICA による初めての IL プロジェクトの開始

2003 第 2次アジア太平洋障害者の 10年の開始

2004 アジア太平洋障害開発センターの開所

2006 障害者権利条約の採択

表２　IL 関連の出来事
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設
さ
れ
、
そ
の
連
合
体
Ｔ
Ｉ
Ｌ
も
誕
生
し
た
。

（
３
）
パ
キ
ス
タ
ン

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
タ
イ
と
同
様
に
既
存
の
自
助

団
体
を
中
心
に
Ｉ
Ｌ
運
動
が
始
ま
っ
た
が
、
ピ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
三
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
で

抜
き
ん
出
て
重
き
が
置
か
れ
て
い
る
点
が
異
な
る
。

日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
講
師
か
ら
Ｉ
Ｌ
の
理
念
、

Ｉ
Ｌ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
手
法
を
学
ん
だ
研
修
参

加
者
一
人
ひ
と
り
に
よ
っ
て
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
文

化
の
中
で
試
行
錯
誤
を
経
て
日
々
実
践
さ
れ
て
い

る
。
リ
ー
ダ
ー
は
二
○
〜
三
○
代
の
若
者
で
あ
る

が
、
国
、
州
政
府
、
支
援
団
体
や
国
際
援
助
機
関

と
の
協
力
体
制
を
築
き
な
が
ら
活
動
の
対
象
を
着

実
に
広
げ
て
い
る
。

第
一
号
の
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
は
、
ラ
ホ
ー
ル
に
二

○
○
二
年
に
作
ら
れ
た
ラ
イ
フ
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
日
本
で
研
修
を
受
け
た
人
た

ち
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
①
介
助
サ
ー
ビ
ス
、
②

外
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｉ
Ｌ
（
技
能
）
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
③
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
④
車
い
す
の

製
作
、
修
理
、
⑤
障
害
者
の
在
宅
訪
問
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
に
首
都
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
の
設

立
準
備
が
始
ま
り
、
被
災
地
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
四
カ

所
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー

を
含
め
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
障
害
者
自
助
団
体
で
は
、

二
○
○
五
年
一
○
月
八
日
の
地
震
の
発
生
に
よ
っ

て
障
害
を
負
っ
た
被
災
者
へ
の
自
助
具
の
提
供
や

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
、
こ
こ
一
年
ほ
ど
は

救
援
活
動
が
中
心
と
は
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の

Ｉ
Ｌ
運
動
の
持
続
性
は
高
い
。

（
４
）
マ
レ
ー
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

マ
レ
ー
シ
ア
で
も
一
九
九
四
年
に
完
成
し
た
高

架
鉄
道
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
る
デ
モ
が
あ
っ
た
も

の
の
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
も
に
、
国

内
に
多
数
存
在
す
る
自
助
団
体
が
、
交
渉
を
通
し

て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
の
政
策
を
勝
ち
取
る
と
い

う
全
般
的
に
穏
健
な
政
治
活
動
を
展
開
し
て
い
る

点
で
似
通
っ
て
い
る
。

タ
イ
の
場
合
と
同
様
、
三
カ
年
ほ
ど
の
計
画
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
そ
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
で
相
次
い
で
日

本
の
Ｉ
Ｌ
研
修
が
始
ま
っ
た
。
ま
だ
す
べ
て
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
伝
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
す
で
に

両
国
と
も
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
中
心
と
す
る

Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
Ｉ
Ｌ
を

受
け
入
れ
た
自
助
団
体
が
オ
フ
ィ
ス
を
持
ち
、
運

営
能
力
を
備
え
て
い
た
か
ら
可
能
で
あ
っ
た
。

●
途
上
国
モ
デ
ル
設
立
の
際
の
日
本
の

貢
献

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
（
全
国
自
立

生
活
セ
ン
タ
ー
協
議
会
）
を
通
し
た
組
織
だ
っ
た

日
本
の
Ｉ
Ｌ
セ
ン
タ
ー
の
貢
献
が
、
ア
ジ
ア
で
の

Ｉ
Ｌ
運
動
発
展
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
日
本

で
初
め
て
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
さ
れ
た
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
国
、
障
害
者
に

も
Ｉ
Ｌ
の
概
念
を
簡
単
に
伝
え
る
こ
と
を
可
能
と

し
て
い
る
。

二
○
○
二
年
か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
タ
イ
や
マ
レ

ー
シ
ア
の
事
務
所
に
よ
る
支
援
が
運
動
の
発
展
に

大
い
に
寄
与
し
て
い
る
。

さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
二

○
○
二
年
に
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
Ａ
Ｐ
Ｃ
Ｄ
（
ア

ジ
ア
太
平
洋
障
害
開
発
セ
ン
タ
ー
）
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
も
、
ア
ジ
ア
で
の
Ｉ
Ｌ
の
普
及
に
拍
車
を

か
け
た
。
現
在
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
研
修
と
障
害
者
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
運
営

管
理
者
研
修
が
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
。
日
本
か

ら
の
講
師
に
加
え
て
、
す
で
に
Ｉ
Ｌ
が
普
及
し
た

韓
国
や
タ
イ
か
ら
講
師
、
も
し
く
は
講
師
助
手
と

し
て
人
材
が
派
遣
さ
れ
、
国
際
的
な
枠
組
み
の
中

で
の
研
修
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｌ
は
障
害
者
施
策
が
整
っ
た
日
本
だ
け
の
も

の
で
は
な
い
。
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
よ
っ
て
さ
さ
や

か
に
始
ま
っ
た
ア
ジ
ア
で
の
Ｉ
Ｌ
の
普
及
が
、
Ｏ

Ｄ
Ａ
の
枠
組
み
の
中
で
実
施
さ
れ
る
と
い
う
大
き

な
取
り
組
み
に
変
わ
っ
て
、
質
、
量
の
面
に
お
い

て
さ
ら
に
進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
は
ア

ジ
ア
の
障
害
者
の
権
利
を
推
進
し
て
い
く
重
要
な

活
動
で
も
あ
る
。

（
な 

か
に
し　

ゆ
き
こ
／
ア
ジ
ア
・
デ
ィ
ス
ア

ビ
リ
テ
ィ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ー
ト
）
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